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１�

は
じ
め
に

─
─
「
戦
争
す
る
国
づ
く
り
」
を
め
ざ
す
三
つ
の
力

　

２
０
１
４
年
７
月
に
行
わ
れ
た
集
団
的
自
衛
権
の
行
使
を

容
認
す
る
閣
議
決
定
、
15
年
９
月
に
強
行
さ
れ
た
「
戦
争

法
」
の
可
決
と
、
日
本
の
政
治
は
「
戦
争
す
る
国
づ
く
り
」

の
道
を
急
ぎ
足
で
進
ん
で
い
ま
す
。
な
ん
と
し
て
も
こ
れ
を

食
い
と
め
、
平
和
・
民
主
主
義
・
立
憲
主
義
を
守
る
方
向

に
、
社
会
の
進
路
を
転
換
さ
せ
て
い
か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

私
は
、
こ
の
道
を
政
府
に
急
が
せ
る
主
な
原
動
力
の
第
一

は
、
ア
メ
リ
カ
の
軍
事
戦
略
へ
の
自
衛
隊
の
従
属
的
な
一
体

化
を
、
よ
り
深
く
、
よ
り
強
く
求
め
る
ア
メ
リ
カ
政
府
か
ら

の
要
請
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
の
根
底
に
は
、
ア
メ
リ
カ

が
日
本
を
共
同
戦
争
の
子
分
と
し
て
位
置
づ
け
る
日
米
安
保

条
約
が
あ
り
ま
す
。

　

原
動
力
の
第
二
は
、
世
界
経
済
の
構
造
や
ル
ー
ル
を
、
グ

ロ
ー
バ
ル
化
（
多
国
籍
化
）
を
進
め
る
日
本
大
企
業
に
有
利

に
編
成
し
、
拡
大
す
る
世
界
の
武
器
市
場
（
年
間
50
兆
円
規

模
）
に
本
格
的
に
参
入
し
よ
う
と
す
る
日
本
財
界
・
大
企
業

か
ら
の
求
め
で
す
。
武
器
輸
出
は
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
（
安
倍
流
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経
済
政
策
）
の
重
要
な
柱
の
ひ
と
つ
と
な
っ
て
お
り
、
こ
れ

は
日
本
の
経
済
に
、
日
本
と
世
界
の
戦
争
を
待
ち
望
ま
せ
る

戦
争
依
存
の
性
格
を
強
め
さ
せ
る
も
の
と
な
っ
て
い
き
ま

す
。

　

原
動
力
の
第
三
は
、
か
つ
て
の
侵
略
戦
争
を
反
省
せ
ず
、

逆
に
正
義
の
戦
争
と
こ
れ
を
美
化
し
な
が
ら
、
軍
事
的
に

「
強
い
日
本
」
を
再
建
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
世
界
の
中
で
の

政
治
的
な
立
場
を
強
め
よ
う
と
す
る
危
険
な
右
翼
思
想
の
は

た
ら
き
で
す
。

　

こ
れ
ら
三
つ
の
間
に
は
、
ア
メ
リ
カ
の
軍
事
戦
略
や
日
本

大
企
業
の
海
外
展
開
に
侵
略
美
化
の
右
翼
思
想
が
邪
魔
に
な

る
と
い
っ
た
摩
擦
も
ふ
く
ま
れ
ま
す
が
、
全
体
と
し
て
は
、

「
戦
争
す
る
国
づ
く
り
」
に
向
け
た
ひ
と
つ
の
力
に
合
流
し

て
い
ま
す
。

　

以
下
で
は
、
こ
れ
を
財
界
・
大
企
業
か
ら
の
要
請
、
特
に

軍
需
産
業
の
動
き
に
絞
っ
て
検
討
し
て
み
ま
す
。

２�

政
府
が
軍
需
産
業
に
ビ
ジ
ネ
ス

チ
ャ
ン
ス
を

　
「
戦
争
法
」
の
強
行
か
ら
半
月
も
た
た
な
い
２
０
１
５
年

10
月
１
日
、
政
府
は
防
衛
省
の
下
に
防
衛
装
備
庁
と
い
う
新

し
い
官
庁
を
発
足
さ
せ
ま
し
た
。
職
員
は
お
よ
そ
自
衛
官
４

０
０
人
、
事
務
官
・
技
官
１
４
０
０
人
と
い
う
構
成
で
、
こ

こ
で
は
「
制
服
組
」
に
対
す
る
「
背
広
組
」
の
優
位
と
い
う

従
来
の
関
係
も
変
え
ら
れ
ま
し
た
。

　

防
衛
装
備
と
い
え
ば
聞
こ
え
は
ソ
フ
ト
で
す
が
、
実
態
は

戦
争
用
の
武
器
の
こ
と
で
す
。
防
衛
装
備
庁
は
そ
の
武
器
の

研
究
や
開
発
、
調
達
、
補
給
、
管
理
、
輸
出
な
ど
を
一
手
に

引
き
受
け
、
政
府
が
武
器
工
場
を
も
た
な
い
日
本
で
、
武
器

生
産
を
商
売
と
し
て
担
当
す
る
民
間
軍
需
産
業
の
育
成
を
専

門
に
す
る
も
の
で
す
。

　
「
産
経
新
聞
」
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
（
15
年
10
月
８
日
）
に
、

元
防
衛
相
の
森
本
敏
氏
は
、
国
が
「
産
業
界
を
リ
ー
ド
し
、

防衛装備庁のロゴマークを持つ中
谷防衛大臣（右）。軍用機、戦車、
軍艦が地球を回るようだ／防衛省
facebook

武器関連部門を統合して武器輸出
を促進／赤旗15年９月28日
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防
衛
産
業
の
技
術
開
発
や
産
業
基
盤
の
育
成
と
新
た
な
ビ
ジ

ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
を
作
っ
て
い
く
と
い
う
中
核
的
な
存
在
に
な

ら
な
け
れ
ば
」
と
露
骨
に
述
べ
ま
し
た
が
、
そ
の
と
お
り
、

こ
れ
は
「
戦
争
す
る
国
づ
く
り
」
を
す
す
め
る
政
府
と
、
そ

れ
を
武
器
生
産
で
支
え
る
「
死
の
商
人
」
の
あ
ま
り
に
も
危

険
な
一
体
化
を
進
め
る
も
の
で
す
。

　

防
衛
装
備
庁
の
発
足
後
、
初
め
て
の
本
格
的
な
武
器
輸
出

と
し
て
注
目
を
集
め
て
い
る
の
が
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
へ
の

潜
水
艦
の
輸
出
で
す
。
三
菱
重
工
業
と
川
崎
重
工
業
が
建
造

す
る
「
そ
う
り
ゅ
う
型
」
の
売
り
込
み
を
、
中
谷
防
衛
大
臣

が
先
頭
に
立
っ
て
進
め
て
い
ま
す
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
は

「
４
千
ト
ン
級
の
潜
水
艦
を
最
大
12
隻
導
入
す
る
方
針
で
、

事
業
規
模
は
４
兆
円
以
上
」「
潜
水
艦
に
は
米
豪
が
共
同
開

発
す
る
戦
闘
シ
ス
テ
ム
が
搭
載
さ
れ
る
予
定
」
で
あ
り
、
こ

れ
は
「
日
豪
だ
け
で
な
く
日
米
豪
の
連
携
強
化
に
も
」
つ
な

が
る
も
の
だ
と
「
産
経
新
聞
」（
12
月
１
日
）
は
期
待
を
込

め
て
書
い
て
い
ま
す
。

　

ま
た
今
年
の
元
日
に
は
、「
防
衛
装
備
庁
、
中
古
武
器
輸

出
を
検
討　
『
無
償
・
低
価
格
』
特
例
法
で
」
と
い
う
報
道

も
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
諸
国
等
と
の
武
器
を

通
じ
た
連
携
を
強
め
る
も
の
で
、
将
来
の
販
路
拡
大
に
向
け

た
先
行
投
資
と
も
位
置
づ
け
ら
れ
ま

す
。「
東
京
新
聞
」（
１
月
１
日
）
は
こ

う
し
て
「
武
器
輸
出
が
本
格
化
す
れ

ば
、
日
本
人
が
造
っ
た
武
器
に
よ
っ
て

人
々
が
殺
傷
さ
れ
る
こ
と
も
現
実
と
な

る
。
戦
後
日
本
が
歩
ん
だ
平
和
国
家
の

道
の
り
は
、
過
去
の
も
の
と
な
り
か
ね

な
い
」
と
警
鐘
を
な
ら
し
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
防
衛
装
備
庁
は
、
こ
の
２
月
に
、
国
産
初
の
ス
テ

ル
ス
（
レ
ー
ダ
ー
に
映
り
に
く
い
）
戦
闘
機
の
「
技
術
実
証

機
」
で
あ
る
Ｘ
２
を
公
開
す
る
と
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
三

菱
重
工
業
を
中
心
に
、
主
翼
を
富
士
重
工
業
、
エ
ン
ジ
ン
を

Ｉ
Ｈ
Ｉ
が
担
当
し
て
つ
く
っ
た
も
の
で
、
部
品
の
９
割
は
国

内
で
調
達
さ
れ
、
日
本
の
武
器
生
産
技
術
の
高
い
水
準
を
国

際
市
場
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
狙
い
を
も
つ
も
の
で
す
。

３�

安
倍
内
閣
に
よ
る
総
合
的
な
戦
争
準
備

の
背
後
に
は

　

防
衛
装
備
庁
の
発
足
に
先
立
っ
て
、
日
本
経
団
連
は
「
防

衛
産
業
政
策
の
実
行
に
向
け
た
提
言
」（
９
月
15
日
）
を
発

船首に日章旗を掛けられた、そ
うりゅう型潜水艦／防衛省ＨＰ
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と
す
る
も
の
で
し
た
。

　

14
年
４
月
１
日
に
は
「
防
衛
装
備
移
転
三
原
則
」
と
そ
の

「
運
用
指
針
」
を
決
定
し
、
従
来
の
「
武
器
輸
出
禁
止
」
の

姿
勢
を
完
全
に
投
げ
捨
て
て
、
積
極
的
な
武
器
輸
出
に
道
を

開
き
ま
す
。

　

14
年
７
月
１
日
に
は
「
戦
争
法
」
強
行
に
直
結
し
て
い
く

集
団
的
自
衛
権
の
行
使
容
認
決
定
を
行
い
ま
す
。

　

そ
し
て
15
年
１
月
の
「
宇
宙
基
本
計
画
」
は
、
日
米
同
盟

強
化
を
宇
宙
開
発
の
中
で
最
重
視
す
る
こ
と
を
打
ち
出
し
ま

し
た
。
さ
ら
に
２
月
の
「
開
発
協
力
大
綱
」
は
、
こ
れ
ま
で

の
途
上
国
へ
の
「
支
援
」
を
「
協
力
」
に
変
更
し
、
協
力
の

内
容
に
軍
事
部
門
を
ふ
く
め
る
こ
と
を
可
能
に
す
る
も
の
で

し
た
。

　

安
倍
内
閣
に
よ
る
、
こ
う
し
た
い
わ
ば
「
総
合
的
」
な
戦

争
準
備
政
策
の
推
進
は
、
じ
つ
は
軍
需
産
業
と
財
界
が
求
め

た
も
の
で
も
あ
り
ま
し
た
。
２
０
０
５
年
に
日
本
経
団
連
指

導
部
が
発
表
し
た
「
わ
が
国
の
基
本
問
題
を
考
え
る
」
は
、

企
業
利
益
を
拡
大
す
る
と
の
立
場
か
ら
、
集
団
的
自
衛
権
の

行
使
を
明
文
改
憲
に
よ
っ
て
国
家
方
針
と
す
る
こ
と
を
政
府

に
求
め
、
あ
わ
せ
て
「
宇
宙
の
平
和
利
用
原
則
や
武
器
輸
出

三
原
則
」
の
見
直
し
や
、「
防
衛
、
民
生
の
垣
根
」
を
越
え

表
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
経
団
連
自
身
が
「
防
衛
装
備
庁
の
政

策
に
対
し
て
産
業
界
の
考
え
を
反
映
さ
せ
る
た
め
」
の
も
の

だ
と
公
言
す
る
文
書
で
す
。
内
容
は
「
安
定
的
か
つ
持
続
的

に
装
備
品
（
武
器
の
こ
と
）
の
開
発
・
生
産
を
行
う
た
め

（
に
は
）
適
切
な
採
算
・
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
の
確
保
が
求

め
ら
れ
る
」
と
、
政
府
に
利
益
の
保
障
を
あ
か
ら
さ
ま
に
要

求
し
、
そ
の
上
で
、
当
面
す
る
具
体
的
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し

て
、
①
ア
メ
リ
カ
が
中
心
に
な
っ
て
国
際
共
同
開
発
さ
れ
た

戦
闘
機
Ｆ
35
の
製
造
・
整
備
事
業
へ
の
参
加
、
②
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
へ
の
潜
水
艦
の
売
り
込
み
、
③
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
諸
国
へ

の
武
器
や
武
器
技
術
の
輸
出
推
進
な
ど
を
求
め
る
も
の
で
し

た
。

　

政
府
の
軍
事
政
策
へ
の
財
界
か
ら
の
強
い
要
望
は
、
今
回

の
「
戦
争
法
」
に
前
後
し
て
突
然
出
て
き
た
も
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
２
０
１
２
年
12
月
に
発
足
し
た
安
倍
内
閣
は
、
１

年
後
の
13
年
12
月
17
日
に
は
「
国
家
安
全
保
障
戦
略
」「
平

成
26
年
度
以
降
に
係
る
防
衛
計
画
の
大
綱
」「
中
期
防
衛
力

整
備
計
画
（
平
成
26
年
度
～
平
成
30
年
度
）」
を
決
め
ま
し

た
。
こ
れ
は
「
戦
争
法
」
の
成
立
を
先
取
り
し
、
日
米
同
盟

の
下
で
の
「
わ
が
国
の
能
力
・
役
割
の
強
化
・
拡
大
」
を
行

う
た
め
に
、
自
衛
隊
の
海
外
展
開
能
力
を
急
速
に
高
め
よ
う
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た
科
学
技
術
開
発
の
推
進
を
求
め
る
も
の
と
な
っ
て
い
ま
し

た
。

　

今
日
の
「
戦
争
す
る
国
づ
く
り
」
を
進
め
る
危
険
な
安
倍

政
治
は
、
日
本
財
界
中
枢
に
と
っ
て
、
長
く
10
年
も
待
ち
わ

び
た
悲
願
の
政
治
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

４�

日
本
版
「
軍
産
学
複
合
体
」
の
形
成
へ

　

防
衛
装
備
庁
が
発
足
し
た
10
月
１
日
の
「
毎
日
新
聞
」

は
、「
権
限
の
集
中
が
軍
需
産
業
と
の
癒
着
を
招
く
」
と
の

懸
念
を
紹
介
し
ま
し
た
が
、
そ
れ
は
す
で
に
現
実
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　
「
し
ん
ぶ
ん
赤
旗
」

（
15
年
６
月
３
日
）

は
、
井
上
哲
士
参
院
議

員
事
務
所
の
調
べ
と
し

て
、
防
衛
省
の
契
約
額

上
位
10
社
の
う
ち
９
社

か
ら
の
自
民
党
（
国
民

政
治
協
会
）
へ
の
献
金

が
、
安
倍
政
権
成
立
直
後
の
13
年
に
前
年
の
２
倍
に
増
え
た

こ
と
を
報
じ
ま
し
た
。
ま
た
、
11
月
29
日
の
「
し
ん
ぶ
ん
赤

旗
」
は
、
14
年
に
も
三
菱
重
工
業
の
３
３
０
０
万
円
を
ト
ッ

プ
に
、
主
要
な
軍
需
企
業
か
ら
自
民
党
に
１
・
７
億
円
の
献

金
が
あ
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
先
の
井
上
事
務
所
の
調
べ
は
、
２
０
１
４
年
に

承
認
さ
れ
た
防
衛
省
・
自
衛
隊
か
ら
軍
需
産
業
（
防
衛
省
と

の
契
約
上
位
10
社
）
へ
の
天
下
り
が
、
64
人
に
達
し
て
い
る

こ
と
も
示
し
て
い
ま
す
（「
し
ん
ぶ
ん
赤
旗
」
６
月
17
日
）。

契
約
額
上
位
の
企
業
か
ら
順
に
見
る
と
、
三
菱
重
工
業
28

名
、
三
菱
電
機
10
名
、
川
崎
重
工
業
５
名
、
日
本
電
気
３

名
、
Ｉ
Ｈ
Ｉ
２
名
、
富
士
通
６
名
、
小
松
製
作
所
３
名
、
東

芝
３
名
、
Ｊ
Ｘ
日
鉱
日
石
エ
ネ
ル
ギ
ー
０
名
、
日
立
製
作
所

４
名
と
い
う
配
分
で
す
。

　

日
本
の
軍
需
産
業
は
、
献
金
に
よ
っ
て
自
民
党
の
政
治
家

た
ち
を
買
収
し
、
天
下
り
を
通
じ
て
防
衛
官
僚
や
自
衛
隊
へ

の
影
響
力
を
強
め
、
政
府
へ
の
手
前
勝
手
な
軍
拡
の
要
望
を

実
現
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
す
。

　

く
わ
え
て
、
先
の
日
本
経
団
連
「
防
衛
産
業
政
策
の
実
行

に
向
け
た
提
言
」
は
、「
基
礎
研
究
の
中
核
と
な
る
大
学
と

の
連
携
を
強
化
す
べ
き
」
と
し
て
、
大
学
を
軍
事
研
究
に
引
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◆主権者は軍需産業ではなく国民だ
２
０
０
０
万
署
名
│
戦
争
法
廃
止
へ
の
対
話

き
込
む
こ
と
を
求
め
て
い
ま
す
。
実
際
に
も
、
防
衛
省
が
２

０
１
５
年
度
か
ら
開
始
し
た
「
安
全
保
障
技
術
言
及
推
進
制

度
」
は
、
政
府
が
大
学
関
連
予
算
を
削
り
こ
ん
で
大
学
を
日

干
し
に
す
る
一
方
で
、
防
衛
装
備
に
関
す
る
技
術
の
提
案
に

は
防
衛
省
が
資
金
を
提
供
す
る
と
い
う
も
の
に
な
っ
て
い
ま

す
。

　

さ
ら
に
「
東
京
新
聞
」（
12
月
６
日
）
は
、「
米
軍
、
日
本

の
研
究
者
に
資
金　

00
年
以
降
、
２
億
円
超
提
供
」
と
の
見

出
し
の
下
に
、
米
軍
が
少
な
く
と
も
「
12
の
大
学
と
機
関
の

研
究
者
に
２
億
円
を
超
え
る
研
究
資
金
を
提
供
」
し
て
い
る

こ
と
を
伝
え
ま
し
た
。

　

１
９
６
１
年
、
ア
メ
リ
カ
大
統
領
の
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー
は

退
任
演
説
の
中
で
、
軍
隊
と
軍
需
産
業
が
一
体
化
し
た
「
軍

産
複
合
体
」
が
政
治
や
社
会
に
過
剰
な
影
響
力
を
も
っ
て
い

る
こ
と
の
危
険
を
告
発
し
ま
し
た
が
、
日
本
の
財
界
も
「
産

軍
学
」
の
複
合
体
を
目
指
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

５
お
わ
り
に

　

日
本
経
団
連
は
１
９
５
２
年
か
ら
、
防
衛
生
産
委
員
会
を

内
部
に
設
置
し
て
き
ま
し
た
。
２
０
１
５
年
に
は
こ
れ
を
防

衛
産
業
委
員
会
に
改
称
し
、
政
府
と
の
協
力
の
下
に
、「
防

衛
産
業
」
を
社
会
の
中
の
「
当
た
り
前
の
存
在
」
と
し
て
認

知
さ
せ
る
宣
伝
活
動
を
強
め
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
戦
争
で
儲
け
る
「
死
の
商
人
」
な
ど
、
あ
っ
て

い
い
わ
け
が
あ
り
ま
せ
ん
。
軍
需
産
業
の
活
動
に
対
す
る
そ

う
し
た
社
会
的
な
制
約
の
最
大
の
根
拠
と
な
っ
て
き
た
の

は
、
憲
法
第
９
条
と
こ
れ
を
実
現
し
よ
う
と
す
る
国
民
の
運

動
で
し
た
。
財
界
と
軍
需
産
業
は
、
今
、
こ
れ
を
な
き
も
の

と
す
る
取
り
組
み
に
全
力
を
投
入
し
て
い
ま
す
。

　

２
０
１
５
年
か
ら
つ
づ
く
「
戦
争
法
」
廃
止
の
国
民
的
な

運
動
は
、
日
本
史
の
中
で
初
め
て
の
市
民
革
命
的
な
動
き
と

も
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。「
戦
争
法
」
の
あ
ま
り
の
危
険
が
、

多
く
の
国
民
の
主
権
者
意
識
を
目
覚
め
さ
せ
て
い
る
の
で

す
。
こ
の
国
の
主
権
者
は
国
民
で
あ
り
、
軍
需
産
業
な
ど
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。「
戦
争
法
」
廃
止
と
立
憲
主
義
の
回
復
を

求
め
る
運
動
を
、
さ
ら
に
大
き
く
、
急
い
で
広
げ
て
い
き
ま

し
ょ
う
。
今
度
は
、
国
民
が
政
治
的
な
力
を
見
せ
つ
け
て
い

く
番
で
す
。


